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【はじめに】 

鶏の尿石症は結石が尿管や腎臓に貯留する疾病で、

その原因は栄養障害、伝染性疾病及び中毒など様々で

ある（図 1）。今回、沖縄県本島内の採卵鶏農場において、

本症が原因とみられる死鶏数の増加が認められたので報

告する。 

 

図 1 鶏尿石症について 

 

【発生概要】 

農場 A において成鶏舎に移動したロット（150 日齢前後）

で死亡羽数増加。発症鶏は鶏冠が小さく退色、活力低下

が見られ斃死。剖検により多くの個体に尿石症が認めら

れた。その後共通の飼料を給与する採卵鶏農場 8 戸（図

2）で剖検を実施したところ、全戸で尿石症の発生が認め

られた。 

 

図 2 尿石症が認められた採卵鶏農場 8 戸の飼養状況 

 

【材料と方法】 

病性鑑定として、8 農場の死鶏についてウイルス、細菌、

病理、生化学（農場 B、C、F）検査を行った。後日追跡調

査として、農場 A、B、D の廃鶏について生化学検査を行

った。また、剖検で得られた尿石について、Hawk-Oser-

Summerson法の齋藤変法により成分同定を行った（図3）。 

 

 

図 3 材料および方法 

 

【結果】 

１）ウイルス及び細菌検査 

 IB（伝染性気管支炎）ほか有意なウイルス及び細菌は検

出されなかった。 

２）解剖所見 

 多くの個体で尿管への結晶物の沈着・塞栓が確認され

た。腎は萎縮ないし腫大を示し、割面には結晶物の沈着

が認められるものもあった。また、発症鶏は日齢に応じた

体重になっておらず、推奨体重を下回っていることが分か

った（図 4）。 

３）病理組織検査 

 腎尿細管、集合管、尿管腔内や上皮に多数の好塩基性

物や針状結晶物（尿酸塩）の沈着、炎症細胞浸潤、尿管

径の拡張、尿細管腔内に好酸性の泡沫状物の貯留、間

質の線維化、糸球体の腫大、個体により痛風結節が認め

られた。気管、腎臓、卵巣の抗 IBV 抗体を用いた免疫組

織化学的染色の結果は陰性だった（図 5）（図 6）。 

４）生化学検査 

血液生化学的検査の平均値を斃死鶏と廃鶏で比較し

た（図 7）。カルシウム（Ca）と無機リン（IP）は両群ともに概

ね正常値の範囲内であったが、斃死鶏で尿酸値（UA）の

高値が認められた。飼料変更後に実施した廃鶏の追跡調

査では UA の値は改善されていた。また、尿路結石成分



はフィブリンを含む尿酸と同定された（図 8）。 

５）聞き取り調査 

当該農場の給与飼料について、①2019 年 10 月以前と

②2019 年 11 月、③2020 年 5 月に飼料設計に変更があ

り、②以降利用農家から「成鶏舎に移動後の死廃率が増

えている」との報告が相次いでいたことが分かった。変更

内容について精査したところ、ロット②大雛用の粗蛋白質

量が 14.5%から 9.5%に激減していた。ロット③においては

11.0%に改善されてはいたが、マニュアル給与量を下回る

基準であることに変わりなかった。他に、Ca：P 比の不均一

が確認された。製造元に確認したところ、配合内容につい

て、トウモロコシ由来原材料の含量が激減していたことが

分かった。また、導入時の雛が通常より小さかったという報

告があった（図 9）。 

 

図 4 結果：剖検所見 

 

図 5 結果：病理学的検査 

 

図 6 結果：病理組織所見の概要 

 

図 7 結果：血液生化学検査 

 

図 8 結果：尿石成分の同定 

 

図 9 結果：聞き取り調査 

 

【考察】 

 病性鑑定及び飼料設計内容検討の結果、種鶏が若く雛

が小さかったことに加え、蛋白質が少ない大雛用飼料を

給餌した鶏が発育不良となり、繁殖機能が未発達のまま

成鶏用飼料に切り替わったことで Ca 過多となったことに

起因した尿石症と推察した。生化学検査について、死廃

鶏で UA の高値が見られ、その後追跡調査で改善したが、

尿石症に伴う UA の変動は報告により様々で、その意義

については分からなかった。飼料を変更するよう指導し、

その後死亡率の増加はみられていない。 


